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2023 年度課題別研修「地域開発計画管理―課題解決のアプローチ－」 
 

北海道開発局では、北海道開発の経験や知識を活かした国際協力活動として、平成４年度から独立

行政法人国際協力機構（JICA）と連携し、地域開発に携わる開発途上国の行政官を対象とした研修

員の受け入れを行っています。 

継続して 32 年度目となる今年度の研修では、世界各国から６カ国９名の研修生を受け入れまし

た。北海道開発局では、柿崎局長が研修員の表敬訪問に対する歓迎の意を表した他、国際室において

地域開発政策としての北海道総合開発計画に関する講義等を担当し、定山渓ダムやウポポイの視察

にも同行しました。 

  

■ 研修内容：2023 年度課題別研修「地域開発計画管理―課題解決のアプローチ－」 

■ 研修期間：2023年（令和５年）１０月１３日～１１月１３日 

■ 研修目的：北海道総合開発の手法を参考に参加者が自国の地域開発の計画管理・運営等の 

技術を習得すること 

■ 参 加 者：日 本 側 受託機関 日本国際協力センター（JICE） 

コースリーダー 東海大学国際文化学部 学部長 平木 隆之 

：研修員側 ブータン、ドミニカ共和国、モンゴル、パプアニューギニア、フィリピ

ン、北マケドニア共和国、６カ国９名 

■ 研修概要 

１ 講義の様子 

今年度、当局は１０月１７日に「北海道開発の経緯・仕組み」、１８日に「北海道の概要」と

「北海道の価値を生み出す北海道型地域構造」について講義を行いました。研修生からの質問

は北海道総合開発計画の策定・推進方法を中心に以下のような様々な質問がありました。 

・ 自国でも課題となっている都市部への人口集中への対応 

・ （欧州の食料供給及びインフレに影響をもたらしている）ウクライナ侵攻が日本にもた

らす影響 

・ （人口減少がすでに起こっている国から）日本における人口減少への対策 

・ 自国で国土開発・地域開発の計画は策定されているが、実効性が乏しいという課題に対

し、北海道開発ではどう対応しているのか。 

・ 自国で地理的データの共有がされていないことから、北海道の食・観光資源やエネルギ－

ポテンシャルマップはどのように整備しているのか。 
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２ 北海道開発局長表敬 

１０月２３日、研修員９名が柿崎北海道開発局長を表敬訪問しました。柿崎局長から歓迎の挨

拶をいただき、今回の研修で北海道の総合開発の仕組みや定山渓ダムをはじめとする地域開発の

事例を学び、北海道の豊かな食も堪能いただきたいと伝え、研修員代表から歓迎への謝辞を受け

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 視察 

研修生は定山渓ダムや苫小牧東部地域、ウポポイ等を視察しました。西藤豊平川ダム統合管理

事務所長から定山渓ダムの仕組みや役割などの説明があり、その後樋本定山渓ダム管理支所長か

ら説明とダムの内部の案内がありました。研修生は、自国の灌漑用ダムとは根本的に規模や機能

が異なる定山渓ダムを興味深く視察し、地域開発における多目的ダムの有効性を学びました。 

ウポポイでは、国立アイヌ民族博物館において展示の説明を受け、アイヌの刺繍やチセでの民

族衣装を体験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定山渓ダムでの講義及び視察 

ウポポイ民族衣装で写真撮影 刺繍体験 
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４ スタディレポート発表（各国の地域開発計画） 

  １１月１３日にはこれまでの研修の集大成としてスタディレポートを発表しました。 

各国の研修生はそれぞれ自国の特徴や現状を踏まえた上で、自国で地域開発をするための具

体的な計画や課題を取りまとめ、今後どのように課題を解決した上で計画を遂行していくのか

発表していました。 

各国の課題は、大都市圏への人口集中、計画の推進に当たっての各省や関係者との調整・協

力、参加型計画プロセスの重要性や持続可能な成長の観点といった点で、私たちも各国の課題を

通じて自国を見つめ直す良い機会となりました。 

  

 

５ 閉講式 

１１月１３日に無事閉講式を迎え、研修員全員が修了証書を受領。当局からは北村国際室長 

が、今回の研修で学んだことをそれぞれの国の地域特性に合わせて活かし、皆が幸せになるよう

な地域開発を進めてほしいとエールと挨拶を行いました。 

研修生からは自国に戻った後も、今回の研修で学んだことを生かして地域開発を進めたいとの

強い決意が示されました。本研修員の帰国後の努力によって、素晴らしい地域の発展を実現でき

ることを願っています。 

 


